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国際がん研究機関（IARC）におけるグリホサートの発がん性評価について 
 

平素は弊社ラウンドアップマックスロード製品（有効成分：グリホサート）をご愛顧くださり、誠に

ありがとうございます。 

 

去る 2015 年 3 月 3 日～10 日、IARC がグリホサートを含む数剤の農薬の発がん性を評価しました。

グリホサートは初めて対象となり、3 月 20 日(現地時間)にグループ２A (ヒトに対しておそらく発がん性

がある)に分類するとの結果が発表されました。 

 

グリホサートは、米国環境保護庁（U.S.EPA）では最もリスクの低い E に分類され、欧州連合および

FAO/WHO 合同残留農薬専門家会議（JMPR : Joint Meeting on Pesticide Residues）においては、がん

との因果関係はないとされています。また、2015 年 1 月、ドイツ政府は EU を代表した 4 年間にわたる

グリホサートの評価を完了しました。ドイツ規制当局では、IARC が考慮したデータに加え、さらに多く

の研究を精査したうえで、ヒトに対して発がんリスクを有するとは考えにくいと結論づけています。 

以上のことから、弊社はグリホサートに発がん性は無いと判断しております。 
 
以下に IARC による分類と事例をまとめました。 

分類 分類事例 事例数

グループ１：ヒトに対して発がん性がある。
(Carcinogenic to humans) 

たばこ、紫外線、アルコール飲料、 
太陽光 116 

グループ２A：ヒトに対しておそらく発がん性がある。
(Probably carcinogenic to humans) 

アクリルアミド、熱いマテ茶、日内リ
ズムを乱すシフト労働 70 

グループ２B：ヒトに対する発がん性が疑われる。
(Possibly carcinogenic to humans) コーヒー、アロエベラ抽出液、漬物 285 

グループ３：発がん性について分類出来ない。
(Not classifiable as to its carcinogenicity to humans)

コレステロール、茶、カフェイン、 
水銀 506 

グループ４：ヒトに対しておそらく発がん性がない。
(Probably not carcinogenic to humans) カプロラクタム(ナイロンの原料) 1 

(注)この表は 2015 年 2 月時点のものです。 
 

IARC は、世界保健機構（WHO）の下部組織であり、公表されている限られた文献情報に基づき、物

質や環境等の因子に発がん性があるかどうかという可能性を評価し、５つのグループに分類しています。

今回グリホサートを２A としましたが、WHO の他のプログラムによる「グリホサートに発がん性がない」

という評価と矛盾しています。加えて、WHO 飲料水水質ガイドラインは、グリホサートが人の健康に害

を示さないと結論付けています。 

 

農薬に関しては、日本を含む各国の規制当局が、発がん性を含む様々な項目についての適正なガイド

ラインに沿った多数の試験成績を基に、継続的かつ厳正に審査したうえで使用を認可しています。 

また、IARC によるグリホサートの分類が、農薬規制当局の従来の判断に影響を与えるものではないと

考えております。 

 

お客様各位におかれましては、引き続き安心して弊社製品をお使い頂きますようお願いいたします。 
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IARC ：フランスのリヨンにある国際がん研究機関のことで International Agency for Research on 

Cancer の略です。WHO（世界保健機関）の下部機構として設立され、がんの原因及び予防の
研究、がんに関する情報の収集・普及などを目的としています。 

FAO ：国際連合食糧農業機関（Food and Agriculture Organization）国際連合の専門機関の一つ 

WHO ：世界保健機関（ World Health Organization）国際連合の専門機関の一つ 

 


